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●
夏
秋
い
ち
ご
生
産
販
売
高

　

日
本
一
の
産
地
を
目
指
し
た

生
産
振
興
に
向
け
て

　

安
曇
野
市
で
は
、新
規
就
農
者
の
増
加

や
生
産
者
の
作
付
面
積
拡
大
等
に
よ
り
、

夏
秋
い
ち
ご
の
生
産
が
大
き
く
伸
び
、Ｊ

Ａ
あ
づ
み
に
お
け
る
夏
秋
い
ち
ご
の
取
扱

数
量
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
管

内
で
は
、「
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
」や
「
す
ず

あ
か
ね
」な
ど
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
お

り
、県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

夏
秋
い
ち
ご
は
、冬
か
ら
春
に
か
け
て

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
多
く
出
回
る
生
食
用
い
ち

ご
と
は
違
い
、6
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
収

穫
さ
れ
る
い
ち
ご
で
す
。酸
味
が
強
い
こ
と

が
特
徴
で
、ケ
ー
キ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、製
菓
店
向
け
に
業
務
用

と
し
て
出
荷
さ
れ
る
た
め
、ス
ー
パ
ー
な
ど

で
見
か
け
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
で
は
、安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
を
は
か
り
、生
産
販
売
高
日
本
一
の
産

地
を
目
指
し
て
、夏
秋
い
ち
ご
を
そ
菜
品

目
の
最
重
点
品
目
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
あ
づ
み
夏
秋
い
ち
ご
部
会

と
連
携
し
、品
質
や
反
収
の
向
上
、生
産
者

の
栽
培
技
術
を
高
め
る
た
め
、市
場
担
当

者
や
実
需
者
、農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

担
当
者
等
を
交
え
た
巡
回
指
導
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、出
荷
物
の
均
一

化
に
向
け
た
出
荷
目
揃
い
会
等
を
行
い
、

秀
品
出
荷
に
努
め
、信
頼
さ
れ
る
産
地
を

目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、農
家
所
得
の
向

上
に
つ
な
げ
る
た
め
規
格
外
品
を
有
効
活

用
し
た
加
工
販
売
や
販
路
開
拓
に
向
け
た

検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、集
出
荷
施
設
の
整
備
な
ど
の

現
状
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、安
曇
野
市

や
市
農
業
再
生
協
議
会
、Ｊ
Ａ
あ
づ
み
が

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ホームページアドレス
http://

azumi-nou.com/

●年２回 半期毎の再生協の主なニュースなどを掲載します。（１０月・３月発行）

発行 安曇野市農業再生協議会事務局
（安曇野市農林部農政課内）

ＴＥＬ 0263-71-2000
ＦＡＸ 0263-71-2507

－ 1－

生
産
振
興
事
業

　

問
い
合
わ
せ
…
電
話
71
‐
２
４
２
８

14 2018 年 3月発行

施設内栽培状況

平成 30 年産以降も引き続き主食用米の適正生産に取り組みましょう！

　一部の新聞やＴＶ等では、平成 30年以降は減反廃止の報道がありますが、廃止され
るのは、

①行政による生産数量目標の配分
②米の直接支払交付金（7,500 円／ 10ａ）の２点です。
　そのほかの転作作物への助成などの支援措置は継続され、主食用米の需給調整の取
り組みは、30年以降も継続されます。
　市農業再生協議会では、引き続き米の適正生産に取り組むため、『主食用米生産の目
安となる数量（生産数量目安値）』を生産者の皆さんにお知らせしています。
　生産数量目標に代わる『生産数量目安値』に沿って、適性生産に取り組みましょう。

JAあづみ夏秋いちご 面積及び出荷量推移面積（a） 出荷量（t）
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●
農
作
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

り
ん
ご
農
家
で
は
、
近
年
高
齢
化
や
、
後
継
者
不
足

に
よ
り
労
働
力
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
市
農
業
再
生
協

議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
安
曇
野
市
の
特
産
で
あ
る

り
ん
ご
の
生
産
量
確
保
と
り
ん
ご
農
家
の
支
援
を
す
る
た

め
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
作
業
期
間
は
春
と
秋
の
年
2
回
で
す
。

申
し
込
み
先
・
方
法　

安
曇
野
市
農
林
部
農
政
課
農
作
業

サ
ポ
ー
ト
事
業
担
当　

電
話
（
71
‐
２
４
２
９
）
で
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
後
日
申
込

書
を
送
付
し
ま
す
。

ぱ
い
に
な
る
な
ど
、
安
曇
野
イ
ベ
ン
ト
を
待
ち
望
ん
で
い

る
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

全
4
回
の
開
催
を
通
じ
て
、
施
設
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

か
ら
集
客
数
が
限
ら
れ
る
等
の
課
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
都
市
部
で
の
情
報
発
信
の
試
み
と
し
て
、
よ
り
有

効
な
方
法
を
探
る
に
は
複
数
回
の
開
催
は
意
義
の
あ
る
事

業
で
し
た
。

特
に
安
曇
野
暮
ら
し
が
楽
し
め
る
食
体
験
へ
の
関
心

は
高
く
、
次
は
実
際
に
安
曇
野
へ
行
っ
て
み
た
い
と
の
思

い
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
、
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
健
康
長
寿
日
本
一
へ　
『
玉
ね
ぎ
料
理
』

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
募
集
で
入
賞
作
品

の
発
表
・
試
食
会
を
開
催

　

玉
ね
ぎ
に
は
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
成
分
な
ど
と
呼
ば
れ
る

植
物
由
来
の
機
能
性
成
分
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
目
が
集

ま
っ
て
お
り
、ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
、

●
補
助
事
業
の
ご
案
内

新
規
就
農
者
や
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
に
は

各
種
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
単
独
事
業
、
市
農
業
再

生
協
議
会
事
業
な
ど
、
平
成
30
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

美
容
や
健
康
に

も
役
立
つ
食
品

と
し
て
効
用
に

期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
は

玉
ね
ぎ
の
生
産

地
と
し
て
、
県

内
で
も
ト
ッ
プ

の
地
域
で
、
地

元
産
の
玉
ね
ぎ

を
も
っ
と
食
卓

に
の
せ
て
い
た

だ
き
、
生
産
拡

大
に
も
弾
み
を

つ
け
て
い
こ
う

と
レ
シ
ピ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
月
18
日
（
日
）
安
曇
野
ス
イ
ス
村
・
ハ
イ
ジ
の
里

直
売
所
の
食
育
ル
ー
ム
で
入
賞
レ
シ
ピ
の
表
彰
式
と
試
食

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
農
産
物
直
売
所
に
来
店
の
お
客
さ

ま
に
も
ご
試
食
い
た
だ
き
、
お
料
理
の
味
に
自
信
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
賞
レ
シ
ピ
は
、
こ
の
「
あ
づ
み
～
ず
通
信
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
あ
づ
み
農
」
な
ど
で
、
季
節
に
あ
わ
せ
て
発

表
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
旬
の
味
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
20
周
年
を
迎
え
た
玉
ね
ぎ
祭
り

に
は
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
今
年
も
6
月
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
い
ず

れ
も
予
算
の
範
囲
内
と
な
り
、
ま
た
国
・
県
の
事
業
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

販
売
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
…
電
話
71
‐
２
４
３
０

集
落
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
…
電
話
71
‐
２
４
２
９

●
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
彩
る

安
曇
野
の
食
の
四
季
シ
リ
ー
ズ
好
評

本
年
度
、「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
信
州
首
都
圏
総
合

活
動
拠
点
）」
に
お
い
て
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の

4
回
に
わ
た
り
、
食
の
体
験
会
や
食
事
会
等
を
通
じ
て
、

安
曇
野
の
農
産
物
の
魅
力
を
都
市
住
民
に
発
信
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

販
売
か
ら
、
安
曇
野
の
空
気
、
雰
囲
気
を
よ
り
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
四
季
ご
と
の
特
徴
あ
る
食
材
や

体
験
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

5
月
に
実
施
し
た
「
春
」
は
、
新
玉
ね
ぎ
を
前
面
に
出

し
た
マ
イ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
、
鮮
度
あ
ふ
れ
る
安
曇

野
野
菜
を
堪
能
。
地
元
生
産
者
に
よ
る
直
売
で
は
新
玉
ね

ぎ
や
ア
ス
パ
ラ
な
ど
が
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
の
「
夏
」
は
、
安
曇
野
に
ゆ
か
り
の
新
宿
中
村
屋

さ
ん
の
協
力
で
、
安
曇
野
の
夏
野
菜
カ
リ
ー
に
わ
さ
び
ス

イ
ー
ツ
を
添
え
た
ラ
ン
チ
を
提
供
。
真
夏
の
銀
座
で
安
曇

野
の
涼
風
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
演
出
で
し
た
。

10
月
の
「
秋
」
で
は
、
安
曇
野
産
ワ
イ
ン
と
田
舎
料
理

の
集
い
に
、安
曇
野
に
縁
が
あ
る
お
客
さ
ん
が
多
く
来
場
。

ふ
る
さ
と
談
議
に
花
が
咲
く
な
ど
、
食
の
楽
し
み
を
超
え

た
交
流
に
よ
り
安
曇
野
へ
の
愛
着
が
一
層
深
ま
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

最
終
の
1
月
「
冬
」
は
、
わ
さ
び
漬
け
体
験
の
珍
し
さ

に
関
心
が
集
ま
り
、
募
集
開
始
後
わ
ず
か
で
定
員
が
い
っ

ワクワクのわさび漬け体験

入賞作品

〈国〉国庫補助事業
〈市〉市単独事業
〈再〉市農業再生協議会事業

申し込み条件

自家用車で指定のりんご畑に移動でき
る方（交通費の支給はありません）また、
雇用契約書等の作成のため、説明会に
参加していただきます。

作 業 内 容
春　りんご摘果作業
秋　りんご葉摘み等

作 業 場 所 主に三郷・堀金地域のりんご畑

作 業 期 間
（予定）

春　平成 30 年 5月 15 日～ 6月 14 日
秋　平成 30 年 9月 19 日～ 10 月 12 日

作 業 時 間 午前 8時 30 分～午後 5時
（作業日や作業時間は、相談により決定）

時　　　　給 ８００円（労災保険加入あり）

雇 用 先 一般社団法人長野県農協地域開発機構

申 込 期 限 平成 30 年 4月 25 日まで

補助事業名 補助概要 要件等
農業次世代人材投資資金
（経営開始型）〈国〉

150 万円 / 年
最長 5年間

独立・自営就農する認定新規就農者
45 歳未満の者

農業次世代人材投資資金
（準備型）〈国〉

150 万円 / 年
最長２年間

先進的農家での研修者
独立・自営就農を目指す者
45 歳未満で就農する者

親元就農促進事業
（親元就農支援金）〈市〉

20 万円 / 年
最長５年間 認定農業者の子・孫、その配偶者

新規就農者生活支援金〈再〉 4 万円 /月
最長 3年間

先進農家で研修後
独立・自営就農する認定新規就農者

親元就農機械等整備支援事業〈市〉 補助率　3/10 以内限度額 100 万円
就農日から 5年以内の親元就農者へ
の機械等購入支援

新規就農者支援事業
（住宅費補助事業）〈市〉

1 万円 / 月（補助率 1/2）
最長 3年間

賃貸住宅居住者で市内就農後 5年以
内または 3年以内に市内へ就農する
研修者

新規就農者支援事業
（研修費助成）〈市〉

受講費用相当額
（県農業大学校が実施する指定講座）新たに市内で就農を考えている者

先進的経営体等における研修費助成
長野県担い手育成基金

4 万円 / 月
１年間

新規就農里親研修生で 1年以内に県
内に就農が見込める者

補助事業名 補助概要 要件等

経営体育成支援事業〈国〉 補助率　3/10
上限　300 万円

人農地プランに位置付けられた地域
の中心的経営体

集落営農組織機械等整備補助金
交付事業〈市〉

補助率　3/10
（国庫補助有の場合　1/10）
限度額　300 万円

集落営農組織

親元就農促進事業
（親元就農機械等整備事業）〈市〉

補助率　3/10
限度額　100 万円

就農日から 5年以内の親元就農者へ
の機械等購入支援

農林業振興等助成事業
（農業用施設取得補助金）〈市〉

評価額 1,000 万円以上の固定資産
税相当額
最長3年間（合計限度額3,000万円）

大規模農業用施設を取得した農業者

●新規就農者・後継者対策

●機械等購入補助

平成 30年度の変更点
　①親元就農支援金（市単独）の拡充。直系卑属の配偶者（例：娘の婿）も対象となります。
　②田園保全活動交付金（再生協）廃止。
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●
果
樹
園
の
新
設
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
果
樹
新
植
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

●
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
、
農
業
法
人
等
で
業
と

し
て
果
樹
を
５
ａ
以
上
新
植
す
る
人
。
た
だ
し
、
他
事
業

か
ら
該
当
事
業
の
実
施
に
か
か
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

●
補
助
対
象
経
費
、
補
助
率
、
申
請
方
法

　

詳
細
は
、
生
産
振
興
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
〉
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〉

産
業
〉
農
林
水
産
業
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　

平
成
30
年
11
月
末
ま
で
の
予
定
。（
予
算
上
限
あ
り
）

●
凍
霜
害
防
止
に
メ
ー
ル
配
信
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

霜
や
大
雪
、
暴
風
雨
な
ど
、
気
象
変
動
は
農
作
物
へ
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
気
象
に
よ
る
災
害
の
未
然
防

止
と
被
害
軽
減
の
た
め
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
登
録

し
、
情
報
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

１　

安
曇
野
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
【
安
曇
野
市
】

市
か
ら
防
災
情
報
等
を
配
信
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.azum

ino.nagano.jp/
soshiki/4/85.htm

l

直
接
登
録
す
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
へ
空
メ
ー
ル

を
送
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ipan@
info.city.azum

ino.nagano.jp

２　

チ
ェ
ッ
ク
！
な
が
の
県
農
業
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル【
長
野
県
】

県
か
ら
農
業
に
関
す
る
災
害
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.pref.nagano.lg.jp/nogi/sangyo/
nogyo/gijutsu/m

ail_m
agazine.htm

l

●
環
境
保
全
型
農
業
を
実
践
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
等
が
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
を
原
則
５
割

以
上
低
減
す
る
取
組
と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

生
物
多
様
性
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
場

合
に
交
付
金
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
安
曇
野
の
農
産
物
を
応
援
す
る
妖
精 

あ
づ
み
～
ず
の
新
芽
と
水
の
妖
精 

み
ず
ん
の
折
り

紙
折
り
方
の
ご
紹
介
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
簡
単
に
折
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
み
ず
ん
の
イ

ラ
ス
ト
や
着
ぐ
る
み
使
用
申
請
も
随
時
、
受
付
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
農
業
再
生
協
議
会
事
務

局
（
安
曇
野
市
農
林
部
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担

当
内
）
電
話
71
‐
２
４
３
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お　

知　

ら　

せ

事
務
局
の
つ
ぶ
や
き

※ GAP に取り組んでいただくことが、全取組
共通の要件になります。

※平成 30 年度から有機農業の対象品目にそば
が追加されます。要件がありますので、詳
細については安曇野市農政課生産振興担当
へお問い合わせください。
☎７１-２４２８（内線２６５６）

取り組み例および交付金単価　（10ａ当たり）

取り組み 金　　額

緑肥の作付 ８，０００円

堆肥の施用 ４，４００円
（最大）

有機農業 ８，０００円


